






要約:心身症およびその類縁の状態についてどのようなアプローチがなされているかを明

らかにするため、専門外来における診療の実態を調査した。心身症は身体疾患のなかで心

理的社会的因子が発症や経過に密接に関与する器質的ないし機能的障害を認める状態とい

う概念でまとめられている。これらは、適切な治療により改善するが、心理的対応を欠く

と慢性化長期化する可能性がある。現状では小児科診療における専門的対応が十分とは言

い難い。さらに、慢性身体疾患においては親子ともに不安定な心理状態となり易いのでそ

の対応も必要である。

一方、特に小児においては、器質的、機能的障害を証明できない、痛みのような身体的訴

えに終始する例が高率である。自覚的訴えのみの症例の多くは小児科の日常診療の中で対

応されるが、その一部は、登校拒否、その他の適応障害に発展する。児童精神科外来にお

いても身体的症状や身体的訴えは高率に認められ、行動障害の他に、神経症的な過剰不安

障害とされるものが多い。

このような現状を配慮し、母子保健の一環として、早期の適切な診断と、家族を含めた適

切な指導治療の基準を定める必要がある。


